
　
　
『
北
斎
と
波
の
伊
八
』
　

 

横
松
和
平
太

　
こ
こ
で
の
ん
び
り
し
す
ぎ
た
か
、
こ
の
日
最
後
の
訪
問
先
で
あ
る
い
す
み
市

の
「
行
元
寺
」
に
は
小
一
時
間
程
遅
れ
て
の
到
着
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
寺
の

本
尊
は
市
指
定
の
有
形
文
化
財
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
像
。
慈
覚
大
師
円
仁
が
嘉

祥
二
年
（
八
四
九
）
創
建
の
天
台
宗
の
名
刹
と
い
う
。
予
定
よ
り
遅
れ
て
の
到

着
を
待
ち
か
ね
て
た
の
か
本
堂
に
入
る
や
否
や
ご
住
職
が
マ
イ
ク
を
片
手
に
説

明
を
始
め
ら
れ
た
。
し
か
し
仏
像
関
係
の
お
話
は
そ
こ
そ
こ
に
別
棟
の
書
院
客

殿
に
誘
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ご
住
職
が
熱
弁
を
奮
わ
れ
た
の
は
欄
間
の
彫

刻
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
中
で
も
「
波
と
宝
珠
」
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
波
の
様

を
捉
え
て
お
り
、
作
者
は
鴨
川
市
出
身
の
「
武
志
伊
八
郎
信
由
　
通
称
波
の
伊

八
」
“
関
東
に
行
っ
た
ら
波
を
彫
る
な
”
と
同
業
者
達
か
ら
言
わ
れ
た
位
の
名

工
で
あ
っ
た
と
。
又
、
ご
住
職
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
に
は
、
こ
の
欄
間
彫
刻
を

あ
の
「
葛
飾
北
斎
」
が
房
総
に
き
た
際
、
目
に
し
て
お
り
、
こ
の
波
の
彫
刻
か

ら
感
化
影
響
を
受
け
て
後
に
富
嶽
三
十
六
景
の
版
画
中
の
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」

が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
、
と
。
更
に
北
斎
の
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
は
ゴ
ッ
ホ
、

ピ
カ
ソ
、
ク
ー
ル
ベ
の
絵
画
か
ら
ド
ビ
ッ
シ
ー
の
海
の
曲
ま
で
感
化
を
及
ぼ
し

た
。
つ
ま
り
「
波
の
伊
八
」
は
北
斎
を
通
し
て
西
洋
ま
で
影
響
を
与
え
た
云
々

と
力
説
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　 秋
晴
れ
の
或
る
日
、
公
民
館
主
催
の
文
化
講
座
「
仏
教
芸
術
入
門
ー
房
総
の
寺

と
仏
像
を
尋
ね
て
」
の
行
事
に
参
加
。
そ
の
日
は
座
学
を
離
れ
て
房
総
に
あ
る

お
寺
巡
り
の
一
日
と
な
っ
た
。
ま
ず
訪
れ
た
の
は
木
更
津
市
の
高
蔵
寺
、
通
称

高
倉
観
音
。
本
尊
は
高
さ
３
・
６
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
き
な
聖
（
正
）
観
音
菩

薩
。
独
特
の
高
床
式
構
造
が
珍
し
く
県
指
定
の
有
形
文
化
財
。
高
床
の
床
下
を

地
獄
巡
り
な
る
俗
っ
ぽ
い
見
せ
物
空
間
に
し
て
寺
が
商
売
し
て
い
る
の
が
些
か

興
ざ
め
だ
っ
た
。

　
次
に
訪
れ
た
の
が
長
南
町
の
笠
森
寺
。
こ
こ
は
我
が
国
で
唯
一
と
い
う
、
岩

山
の
上
を
本
堂
が
覆
う
形
の
「
四
方
懸
造
り
」
と
い
う
大
変
珍
し
い
構
造
の
観

音
堂
が
有
名
で
あ
り
国
の
重
要
文
化
財
。
本
尊
は
十
一
面
観
音
像
、
よ
っ
て
通

称
笠
森
観
音
と
い
う
。



　
参
拝
者
向
け
の
「
寺
報
　
信
仰
文
化
」
な
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
頂
戴
し
、
そ
の
中
に
掲
載
の

文
章
を
帰
宅
後
じ
っ
く
り
と
拝
見
さ
せ
て
頂
く

事
と
し
た
。
寺
報
の
タ
イ
ト
ル
は
「
伊
八
・
等

琳
・
等
随
推
考
交
友
録
か
ら
北
斎
名
画
誕
生
秘

話
ー
北
斎
が
南
総
に
や
っ
て
来
た
！
」

本
当
か
？
如
何
に
も
尤
も
ら
し
い
が
、
単
な
る

我
田
引
水
、
牽
強
付
会
の
類
い
な
の
で
は
な
か

ろ
う
か
？
ど
こ
ま
で
が
事
実
で
ど
こ
か
ら
は
信

じ
ら
れ
な
い
の
か
？
真
正
面
か
ら
腰
を
落
ち
着

け
て
読
ん
で
み
る
事
と
し
た
。
北
斎
と
言
え
ば

確
か
に
謎
の
多
い
浮
世
絵
師
。
伊
八
の
名
前
は

初
耳
だ
が
こ
れ
は
面
白
そ
う
だ
な
と
読
み
解
く

内
に
、
世
界
が
広
が
っ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
元
寺
住
職
推
考
の
「
北
斎
名
画
誕
生
秘
話
」

寺
報
の
中
で
ご
住
職
が
推
考
し
て
お
ら
れ
る
主
な
こ
と
を
要
約
す
れ
ば
以
下

の
よ
う
に
な
る
か
。
即
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
北
斎
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
四
十
七
才
の
六
月
南
総
へ
旅
立
ち
、

木
更
津
か
ら
久
留
里
へ
、
更
に
大
多
喜
城
下
を
　
経
て
荻
原
（
い
す
み
市
）

行
元
寺
へ
と
向
か
い
、
更
に
岬
町
飯
綱
寺
を
訪
れ
、
九
十
九
里
浜
南
端
の
太

東
崎
も
訪
れ
た
。

二
、
行
元
寺
で
、
書
院
の
欄
間
彫
刻
「
波
に
宝
珠
」
を
制
作
中
の
伊
八
に
出

会
っ
た
。
伊
八
の
波
の
表
現
は
、
横
波
の
波
頭
、
荒
　
波
の
腹
部
を
複
数
の

視
点
か
ら
表
現
し
て
お
り
、
立
体
感
、
写
実
、
遠
近
法
と
い
っ
た
幾
何
学
的

手
法
に
北
斎
は
魅
了
さ
れ
た
。
飯
綱
寺
で
も
伊
八
の
彫
刻
に
浸
っ
た
。
文
政

五
年
（
一
八
二
二
）
前
後
に
再
度
、
南
総
へ
旅
立
ち
、
前
回
に
は
未
完
成
で

あ
っ
た
「
波
に
宝
珠
」
の
彫
刻
を
鑑
賞
し
た
。

三
、
こ
の
時
の
体
験
が
後
に
北
斎
の
代
表
作
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
に
転
生
。



四
、
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
に
は
飛
び
散
る
波
し
ぶ
き
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

北
斎
が
一
時
師
事
し
た
堤
等
琳
か
ら
学
ん
だ
点
描
法
と
い
う
技
法
で
あ
っ
た
。

五
、
行
元
寺
を
訪
れ
た
の
は
、
杉
戸
絵
を
制
作
中
の
等
随
と
い
う
上
野
寛
永
寺

の
画
僧
と
北
斎
は
、
等
琳
の
同
門
で
あ
り
か
ね
て
昵
懇
の
中
で
あ
っ
た
か
ら
か

六
、
北
斎
の
画
は
西
洋
の
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ゴ
ッ
ホ
の
点
描

法
、
ピ
カ
ソ
の
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
、
波
涛
渦
巻
く
浪
裏
を
描
い
た
ク
ー
ル
ベ
、
ド

ビ
ュ
シ
ー
の
海
の
曲
は
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
か
ら
受
け
た
霊
感
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
る
。
等
琳
波
の
伊
八
の
存
在
が
北
斎
を
通
し
て
与
え
た
感
化
影
響
は
看
過

で
き
な
い
。
‥
…
云
々
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
以
下
私
な
り
に
逐
次
検
証
し

て
み
た
い
。

　
　
　
　
北
斎
の
南
総
旅
行

　
世
に
北
斎
研
究
の
書
は
飯
島
虚
心
の
「
葛
飾
北
斎
伝
」
（
明
治
三
十
年
刊
）

を
始
め
数
々
あ
る
が
、
房
総
方
面
へ
の
旅
に
つ
い
て
先
学
に
よ
れ
ば
以
下
の
通

り
の
よ
う
で
あ
る
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
木
更
津
に
行
っ
た
事
は
木
更

津
の
日
枝
神
社
の
奉
納
額
「
富
士
の
巻
狩
図
」
に
“
画
狂
人
北
斎
旅
中
画
”
と

あ
る
こ
と
で
立
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
隣
の
久
留
里
藩
の
藩
士
〈
梅
暮
里
谷

峨
〉
か
ら
読
本
「
山
椒
大
夫
」
文
化
六
年
（
一
八
六
九
）
刊
行
の
挿
絵
の
取
材

も
あ
っ
て
の
旅
か
も
。
し
か
し
こ
の
時
そ
こ
か
ら
ど
こ
に
立
ち
寄
っ
た
の
か
を

確
認
で
き
る
資
料
は
発
見
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
次
に
房
総
方
面
へ
旅
し
た
確
か
な
記
録
が
残
る
の
は
天
保
十
一
年
（
一
八
四

〇
）
で
あ
り
、
錦
絵
『
唐
土
名
所
之
絵
』
に
“
房
総
旅
客
画
狂
老
人
卍
齢
八
十

一
”
と
あ
る
。
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
は
文
政
十
年
（
一
八
二
九
）
頃
の
作
画
で

あ
り
、
見
る
こ
の
時
の
訪
問
時
に
は
既
に
あ
の
豪
快
な
波
の
表
現
は
既
に
完
成

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
結
局
、
ご
住
職
の
推
考
に
あ
る
よ
う
な
行
元
寺
・
飯
綱
寺
で
の
波
の
伊
八
の

彫
刻
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
立
証
で
き
な
い
が
、
波
の
表
現
・
描
写
に

は
研
究
熱
心
な
北
斎
の
こ
と
故
、
波
の
彫
刻
で
名
も
知
ら
れ
て
い
た
伊
八
の
存

在
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
、
尋
ね
な
か
っ
た
と
も
言
い
切
れ
な
い
。



　
異
説
に
よ
れ
ば
、
神
奈
川
県
・
浦
賀
の
真
福
寺
に
は
伊
八
の
欄
間
彫
刻
が

残
っ
て
い
る
が
、
浦
賀
に
は
北
斎
が
長
期
間
潜
居
し
て
い
た
と
い
う
接
点
が
あ

る
と
言
う
。
し
か
し
北
斎
の
浦
賀
潜
居
は
天
保
五
・
六
年
頃
（
一
八
三
四
~
三

五
）
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
も
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
完
成
後
の
こ
と
で
あ
る
。

話
は
逸
れ
る
が
北
斎
の
浦
賀
潜
居
に
は
そ
の
目
的
に
つ
い
て
、
素
行
不
良
の
孫

が
ら
み
の
係
争
か
ら
逃
れ
る
為
で
あ
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
幕
府
の
海
防
関
係

の
隠
密
を
勤
め
て
い
た
か
ら
だ
と
か
諸
説
あ
る
よ
う
だ
が
こ
こ
で
は
省
略
し
、

後
述
し
た
い
。

　
又
、
一
説
に
よ
れ
ば
、
「
江
戸
の
終
わ
り
こ
ろ
浦
賀
港
か
ら
〈
こ
れ
か
ら
安

房
の
打
墨
に
行
く
〉
と
話
し
て
老
絵
師
が
渡
海
し
た
。
こ
れ
は
北
斎
が
打
墨
の

伊
八
の
所
に
赴
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
あ
る
。
こ
の
説
は
行
元
寺
の
ご
住
職

の
説
に
出
て
来
た
文
政
五
年
再
訪
説
に
つ
な
が
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
如
何

に
も
憶
測
の
域
を
出
な
い
。

　
波
の
伊
八
こ
と
武
志
伊
八
郎
信
由
は
鴨
川
市
打
墨
に
宝
暦
元
年
（
一
七
五

一
）
生
ま
れ
、
北
斎
よ
り
九
年
年
上
で
あ
る
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
七
十

三
才
で
亡
く
な
っ
た
。

　
地
元
の
安
房
を
中
心
に
神
社
仏
閣
の
向
拝
・
欄
間
彫
刻
の
名
人
と
し
て
知
ら

れ
、
今
も
各
地
に
「
波
に
龍
」
等
の
作
品
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
伊
八
の
名

は
五
代
伊
八
郎
信
月
ま
で
続
き
、
そ
の
最
後
の
作
品
は
柴
又
・
帝
釈
天
に
残
る

　
ご
住
職
の
説
に
よ
れ
ば
ー
行
元
寺
を
北
斎
が
訪
れ
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
根
拠

に
、
等
琳
・
等
随
と
の
交
遊
関
係
も
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
当
時
、
寺
で
は
“
土

岐
の
鷹
“
と
い
う
杉
戸
絵
を
五
楽
院
等
随
と
い
う
上
野
寛
永
寺
の
寺
僧
が
制
作

中
で
あ
り
、
か
ね
て
昵
懇
の
彼
を
訪
ね
て
き
た
の
か
も
。
又
、
北
斎
と
等
随
と

の
交
遊
は
共
に
上
野
寛
永
寺
の
画
僧
等
琳
を
師
匠
と
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
ー
。
と
さ
れ
て
い
る
が
、

　
果
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？
北
斎
は
確
か
に
等
琳
と
の
交
遊
が
あ
っ
た
ー

北
斎
壮
年
の
頃
、
三
世
等
琳
と
友
た
り
。
云
々
と
「
北
斎
伝
」
等
に
み
ら
れ
る

が
、
彼
が
師
と
し
て
仰
い
だ
の
は
二
代
目
等
琳
で
あ
り
、
こ
の
等
琳
は
そ
の
門

人
三
代
目
の
堤
等
琳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
上
野
山
下
辺
に
北
斎
は
享
和
年
間

（
一
八
〇
一
~
一
八
〇
三
）
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
近
く
の
寛
永
寺

の
寺
僧
の
等
琳
や
そ
の
門
下
の
等
随
と
も
交
遊
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、



全
く
確
証
は
な
い
。

　
又
、
こ
の
少
し
後
で
、
木
更
津
か
ら
房
総
へ
の
最
初
の
旅
を
し
た
文
化
三
年

の
前
に
な
る
が
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
、
北
斎
が
音
羽
護
国
寺
の
開
帳
で

百
二
十
畳
敷
の
半
身
大
達
磨
を
描
き
人
々
を
驚
か
せ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ー
こ

の
時
等
琳
が
見
て
来
て
お
り
一
覧
し
て
大
い
に
驚
く
ー
と
も
あ
る
が
二
人
が
出

会
っ
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　
等
琳
・
等
随
・
北
斎
の
交
遊
関
係
と
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ご
住

職
の
説
に
あ
る
第
四
及
び
第
五
の
視
点
は
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
く
等
随
と

の
邂
逅
は
推
測
の
域
を
出
な
い
と
考
え
た
い
。

　
　
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
と
「
波
と
宝
珠
」

　

　
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
は
北
斎
の
風
景
浮
世
絵
版
画

の
中
に
会
っ
て
「
山
下
白
雨
」
、
「
凱
風
快
晴
（
赤

富
士
）
」
と
共
に
富
嶽
三
十
六
景
シ
リ
ー
ズ
の
代
表

作
と
し
て
世
界
中
に
知
ら
れ
た
名
作
で
あ
る
。
世
に

出
た
の
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
頃

北
斎
七
十
才
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
木
更
津
・
房
総

へ
旅
し
た
文
化
三
年
（
一
八
一
六
）
か
ら
は
二
十
五

年
も
後
の
事
と
な
る
　
こ
の
画
の
魅
力
の
秘
密
は
一

体
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
様
々
な
見
方
が
あ
る
が
幾
つ

か
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
か
。

遠
く
の
富
士
を
近
景
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
波
の
中
に
囲
い
込
ん
だ
遠
近
法
的

な
表
現
。
波
頭
・
腹
部
を
下
か
ら
覗
き
、
上
か
ら
波
間
の
船
を
見
下
ろ
す
と

い
う
、
高
低
・
複
数
の
視
点
か
ら
の
表
現
。
襲
い
か
か
る
牙
の
よ
う
な
力
強

い
波
頭
の
表
現
と
降
り
掛
か
る
波
し
ぶ
き
の
点
描
等
々
。
海
上
で
波
に
呑
み

込
ま
れ
そ
う
な
感
覚
ま
で
捕
ま
え
た
こ
れ
ら
の
表
現
は
そ
れ
ま
で
の
東
洋

画
、
日
本
画
の
画
法
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
描
法
で
あ
り
、
西
洋
画
で
い
う

幾
何
学
的
手
法
に
よ
る
表
現
で
あ
り
、
こ
の
点
が
後
に
西
洋
の
画
家
達
か
ら

大
い
に
評
価
・
愛
好
さ
れ
た
由
縁
か
も
し
れ
な
い
。

　
伊
八
の
「
波
に
宝
珠
」
行
元
寺
ご
住
職
は
そ
の
創
作
の
光
景
を
こ
う
推
考

し
て
お
ら
れ
る
。

　
〈
伊
八
は
馬
を
駆
っ
て
、
毎
日
の
よ
う
に
九
十
九
里
浜
南
端
の
太
東
崎
の



の
荒
海
の
中
に
入
っ
て
、
崩
れ
る
横
波
を
凝
視
し
続
け
た
。
波
は
瞬
時
と
し

て
留
ま
ら
な
い
。
横
波
の
波
頭
、
荒
波
の
腹
部
を
馬
上
か
ら
下
か
ら
覗
き
上

か
ら
見
下
ろ
し
た
。
複
数
の
視
点
か
ら
見
た
光
景
を
脳
裏
に
み
ご
と
に
と
ど

め
た
。
〉

　
又
、
そ
の
時
の
北
斎
に
つ
い
て
は
、
〈
波
裏
の
彫
法
に
規
矩
準
縄
い
や
規

矩
方
円
を
駆
使
し
た
仕
事
に
、
立
体
感
、
写
実
、
遠
近
法
と
い
っ
た
幾
何
学

的
手
法
に
魅
せ
ら
れ
た
。
つ
い
で
、
太
東
岬
を
訪
れ
、
伊
八
の
波
図
に
あ
っ

た
太
東
岬
の
波
涛
に
深
い
関
心
を
寄
せ
、
精
細
な
波
の
観
察
に
終
始
、
凝
視

し
絲
て
は
手
早
く
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。
〉
更
に
、
〈
飯
綱
寺
に
は
等
琳
の
龍
の

天
井
画
が
あ
り
、
画
中
に
点
描
と
も
受
取
れ
る
特
色
を
見
い
だ
し
た
。
こ
の

点
描
法
は
北
斎
の
波
し
ぶ
き
の
表
現
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
時
の
体
験
に
北

斎
独
特
の
新
工
夫
を
加
え
、
後
に
画
期
的
な
作
品
を
生
み
出
し
た
。
〉

　
ご
住
職
は
自
ら
の
想
像
力
を
駆
使
し
て
、
伊
八
・
等
琳
に
よ
る
北
斎
へ
の

感
化
の
模
様
を
力
説
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
が
、
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
？
。
伊
八
の
作
品
が
持
つ
波
の
表
現
の
迫
力
は
新
鮮
な
驚
き
で
は
あ
る
も

の
の
、
北
斎
が
直
接
伊
八
あ
る
い
は
そ
の
作
品
と
出
会
っ
た
確
証
は
な
い
訳

で
あ
り
、
や
は
り
ひ
と
つ
の
物
語
と
し
て
楽
し
む
他
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
北
斎
は
彫
師
の
修
行
の
経
験
が
あ
る
こ
と
、
堀
の
内
（
杉
並
区
）

の
日
蓮
宗
・
妙
法
寺
に
よ
く
参
詣
し
て
お
り
そ
こ
に
は
伊
八
の
初
期
の
作
品

〈
向
拝
の
龍
〉
が
あ
り
、
伊
八
を
既
に
知
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
の
風
景
を
北
斎
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
描
い
た
の
か
に

つ
い
て
は
こ
ん
な
見
方
が
あ
る
。

　
　
即
ち
、
ま
ず

一
、
一
見
、
沖
か
ら
富
士
山
を
見
て
い
る
よ
う
だ
が
、
大
波
が
左
か
ら
右
へ

押
し
寄
せ
て
お
り
、
右
側
に
は
陸
が
あ
っ
た
。

二
、
上
か
ら
崩
れ
て
行
く
大
波
は
海
底
が
浅
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
岸
か
ら

は
そ
れ
ほ
ど
遠
く
離
れ
て
い
な
い
海
上
で
あ
っ
た
。

三
、
波
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
か
に
み
え
る
小
舟
は
漁
船
で
は
な
く
、
押
送
船

（
お
し
お
く
り
ぶ
ね
）
と
い
っ
て
房
総
・
伊
豆
か
　
ら
相
模
湾
・
江
戸
の
間

で
鮮
魚
・
野
菜
等
を
輸
送
し
て
い
た
小
型
高
速
輸
送
船
で
あ
り
、
浦
賀
に
は

船
番
所
が
あ
っ
た
り
相
州
沖
に
は
よ
く
見
か
け
ら
れ
た
。



　
北
斎
は
、
こ
こ
と
特
定
で
き
る
場
所
は
な
い
が
、
現
実
に
見
た
、
あ
る
い
は

想
像
し
た
風
景
（
本
当
は
少
し
大
き
い
程
度
の
波
）
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
、
ま
る

で
サ
ー
フ
ァ
ー
が
波
の
中
に
入
っ
て
ス
ー
パ
ー
ス
ロ
ー
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
よ

う
に
想
像
力
を
駆
使
し
て
描
い
た
と
思
わ
れ
る
。
天
才
の
感
性
に
舌
を
巻
く
他

は
な
い
。

　
北
斎
が
到
達
し
た
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
に
お
け
る
技
量
、
彼
の
美
的
感
覚
や

鋭
い
洞
察
力
、
奇
抜
な
発
想
と
豊
か
な
想
像
力
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の

か
？
次
に
、
北
斎
に
於
け
る
波
の
表
現
の
系
譜
を
彼
の
画
業
の
歴
史
に
探
っ
て

み
た
い
。

　
　
北
斎
に
於
け
る
波
の
系
譜
　

　
北
斎
は
水
の
動
態
に
興
味
を
持
っ
た
人
で

あ
り
、
波
の
生
態
を
鮮
や
か
に
描
き
分
け
た

人
で
あ
っ
た
。

波
の
表
現
ら
し
き
も
の
を
最
初
に
見
い
だ
さ

れ
る
作
品
は
、
狂
歌
本
「
柳
の
絲
」
の
挿
絵

『
江
島
春
望
』
（
写
真
）
で
あ
り
、
寛
政
九

年
（
一
七
九
七
）
三
十
八
才
の
時
、
北
斎
宗

理
の
画
号
で
描
い
た
。
こ
の
絵
で
の
波
は
後

年
の
も
の
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
穏
や
か
に
海
岸

に
打
ち
寄
せ
る
波
で
し
か
な
い
が
、
こ
の
時

代
北
斎
は
、
二
十
才
頃
入
門
し
た
浮
世
絵
師

〈
勝
川
春
章
〉
の
元
を
離
れ
、
狩
野
派
、
土

佐
派
、
等
を
学
ん
で
い
た
（
こ
の
こ
と
で
破

門
さ
れ
た
と
も
云
う
）
。

又
、
三
十
才
頃
か
ら
は
透
視
遠
近
法
に
よ
る
浮
絵
作
品
を
描
い
て
お
り
、
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
の
蘭
書
の
中
に
あ
る
銅
板
版
画
を
参
考
に
し
た
よ
う
だ
が
、
こ

の
絵
に
も
透
視
図
的
手
法
が
見
受
け
ら
れ
る
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の

頃
に
は
江
戸
長
崎
屋
に
来
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
依
頼
で
絵
巻
を
制
作
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
西
洋
画
に
つ
い
て
蘭
書
等
を
通
じ
て
鑑
賞
す
る
の



み
な
ら
ず
、
技
法
に
つ
い
て
も
学
ぶ
機
会
は
充
分
に
あ
っ
た
。
寛
政
末
（
一
八

〇
〇
）
に
は
、
西
洋
銅
版
画
風
の
木
版
画
『
お
し
お
く
り
つ
う
せ
ん
の
づ
』

（
押
送
通
船
図
）
『
賀
奈
川
沖
本
牧
之
図
』(

写
真)

が
制
作
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
画
で
は
、
い
ず
れ
も
大
き
な
波
頭

に
海
中
に
叩
き
込
ま
れ
そ
う
な
迫
力
は
あ
る

が
、
視
点
が
高
く
、
や
や
生
気
に
欠
け
不
自

然
さ
が
あ
り
、
後
年
の
『
神
奈
川
沖
浪
裏
』

の
迫
力
に
は
及
ば
な
い
が
そ
の
萌
芽
が
見
て

取
れ
る
。
波
の
し
ぶ
き
の
描
き
込
み
も
な
い

が
、
「
押
送
船
」
が
描
か
れ
て
お
り
、
神
奈

川
沖
に
は
こ
う
し
た
船
が
行
き
来
し
て
い
た

こ
と
が
偲
ば
れ
る
。
先
に
み
た
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
夏
の
木
更
津
・
房
総
へ
の
旅

の
際
に
は
こ
れ
ら
の
船
に
乗
っ
て
た
の
か
も

知
れ
ぬ
。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
は
読

本
「
椿
説
弓
張
月
」
の
出
版
が
曲
亭
馬
琴
と

の
コ
ン
ビ
で
始
ま
り
文
化
八
年
（
一
八
〇
一

一
）
ま
で
続
く
が
、
こ
の
作
品
の
挿
絵
に
は

迫
力
あ
る
波
の
表
現
が
し
ば
し
ば
登
場
し
て

く
る
。
前
年
の
木
更
津
・
房
総
へ
の
旅
で
の
取
材
と
の
関
係
が
あ
る
の
か
も
知

れ
ぬ
。
房
総
の
旅
で
は
、
安
房
の
他
に
上
総
の
銚
子
へ
の
訪
問
も
考
え
ら
れ
そ

う
だ
。
後
年
の
作
品
で
は
銚
子
近
辺
に
題
材
を
と
っ
た
も
の
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
が
、
銚
子
付
近
に
は
海
岸
近
く
で
大
き
な
波
が
打
ち
寄
せ
る
よ
う
な
地
形

も
あ
り
、
北
斎
は
こ
こ
で
も
様
々
な
波
の
観
察
を
し
、
写
生
に
励
ん
だ
の
や
も

し
れ
ぬ
。

　
　
北
斎
に
於
け
る
波
の
表
現
の
系
譜
を
見
る
時
、
そ
の
一
つ
の
源
と
し
て
奇

想
の
画
人
「
蕭
白
」
の
存
在
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
蕭
白
は
北
斎
よ
り
三

十
才
年
上
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
京
都
に
生
ま
れ
天
明
元
年
（
一
七
八

一
）
北
斎
二
十
二
才
の
時
に
五
十
二
才
で
没
し
て
い
る
。
主
に
伊
勢
地
方
で
の

活
躍
が
目
立
ち
『
波
涛
群
鶴
図
襖
』
、
『
群
仙
図
屏
風
』
、
『
波
涛
鷹
鶴
図
』

等
の
作
品
が
名
高
い
。
特
に
『
波
涛
群
鶴
図
襖
』
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に



は
、
立
ち
上
が
り
襲
い
か
か
る
よ
う
な
波
の

表
現
が
あ
り
（
写
真
）
北
斎
の
『
神
奈
川
沖

浪
裏
』
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　
北
斎
は
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
五
十
三

才
の
時
、
関
西
方
面
に
旅
行
し
た
。
名
古
屋

に
滞
在
し
た
後
、
伊
勢
・
紀
州
・
大
坂
・
京

都
を
歴
遊
し
た
、
と
資
料
に
あ
り
、
こ
の
時

「
蕭
白
」
を
鑑
賞
し
触
発
さ
れ
る
も
の
　
北

斎
と
蕭
白
に
は
異
な
る
点
が
勿
論
多
い
が
、

乾
い
た
非
情
な
想
像
力
、
鬼
面
人
を
驚
か
す

見
せ
物
精
神
、
ア
ク
の
強
い
卑
俗
さ
、
怪
奇

な
表
現
へ
の
偏
執
等
似
通
っ
た
と
こ
ろ
の
多

い
画
家
と
云
え
な
く
も
な
い
あ
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。

　
伊
勢
で
の
蕭
白
と
の
邂
逅
の
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
関
西
旅
行
の
後
、
文
化
十
一
年
（
一
八

一
四
）
五
十
五
才
の
時
に
、
絵
手
本

『
北
斎
漫
画
』
初
編
が
名
古
屋
の
永
楽
堂
よ

り
出
版
さ
れ
た
。
翌
、
文
化
十
二
年
（
一
八

一
五
）
に
出
た
第
二
編
の
中
に
あ
る
「
寄

浪
」
、
「
引
浪
」
の
画
が
注
目
さ
れ
る
。
沖

か
ら
打
ち
寄
せ
る
大
波
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

と
恐
ろ
し
げ
に
波
の
巨
大
な
裏
側
を
描
い
て

い
て
、
海
鳴
り
の
音
で
も
聞
こ
え
て
き
そ
う

で
あ
る
。
こ
れ
も
『
神
奈
川
沖
浪
裏
』
へ
の

結
実
へ
の
過
程
で
あ
っ
た
か
。
絵
手
本
と
し
て
他
に
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二

一
）
六
十
三
才
の
時
、
櫛
や
煙
管
職
人
向
け
の
い
わ
ば
デ
ザ
イ
ン
見
本
帖
で
あ

る
『
今
様
櫛
き
ん
雛
形
』
が
あ
る
が
、
こ
の
中
に
〈
「
く
し
」
の
部
の
デ
ザ
イ

ン
見
本
と
し
て
様
々
な
波
の
形
態
を
描
き
分
け
て
い
る
。
特
に
、
三
つ
の
波
が

左
右
か
ら
ぶ
つ
か
り
合
い
、
交
差
し
た
直
後
に
立
ち
上
が
る
波
の
姿
を
描
い
た

「
打
ち
合
わ
せ
の
な
み
」
の
表
現
は
、
後
の
『
神
奈
川
沖
浪
裏
』
に
大
き
く
繋

が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
。



　
　
激
浪
、
波
涛
の
表
現
へ
の
激
し
い
興
味
と
熱
意
を
長
い
年
月
に
亘
っ
て
持

ち
続
け
て
き
た
か
に
思
え
る
北
斎
だ
が
、
根
本
に
は
、
森
羅
万
象
、
自
然
の
本

質
に
迫
ら
ん
と
す
る
飽
く
な
き
探
究
心
と
が
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　
が
、
あ
ら
ゆ
る
画
法
の
探
求
に
も
当
然
の
ご
と
く
貪
欲
な
ま
で
に
熱
心
で

あ
っ
た
彼
が
手
本
と
し
た
画
法
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
い
な
い
か
ど
う
か

考
え
た
時
、
彼
が
ま
だ
宗
理
と
名
乗
っ
て
い
た
頃
、
琳
派
も
学
ん
で
い
だ
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。
宗
理
と
名
乗
っ
て
い
た
の
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
か
ら

十
年
（
一
七
九
八
）
の
こ
と
。
波
の
表
現
が
初
め
て
現
れ
た
、
狂
歌
本
「
柳
の

絲
」
の
挿
絵
を
描
い
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

琳
派
は
安
土
桃
山
時
代
の
画
家

「
俵
屋
宗
達
」
を
祖
と
す
る
が
、

江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
北
斎
よ
り

百
年
程
前
の
人
で
あ
る
「
尾
形
光

琳
（
一
六
五
八
~
一
七
一
六
）
」

が
著
名
で
あ
り
、
装
飾
性
、
デ
ザ

イ
ン
性
に
そ
の
特
色
が
あ
る
と
さ

れ
る
。
彼
は
勿
論
京
の
絵
師
で

あ
っ
た
。
北
斎
が
宗
理
の
時
代
は

ま
だ
京
都
に
は
旅
し
て
い
な
い
の

で
光
琳
の
作
品
を
直
接
目
に
触
れ

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
？
と
思
っ

た
の
で
あ
る
が
、
調
べ
て
見
る
と

光
琳
は
江
戸
に
住
ん
で
制
作
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
っ
た
。

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
~
六
年

（
一
七
〇
九
）
に
か
け
て
江
戸
に

招
か
れ
、
豪
商
冬
木
家
（
深
川
に

冬
木
町
の
名
を
今
に
残
す
。
）

大
名
の
津
軽
家
、
酒
井
家
の
元
で
制
作
し
た
と
あ
る
。
こ
の
頃
の
作
品
と
し
て

『
波
涛
図
屏
風
』
（
写
真
）
が
あ
る
が
光
琳
と
し
て
は
珍
し
く
写
実
的
、
現
実



実
的
な
異
色
の
例
外
作
と
さ
れ
る
。
こ
の
絵
の
波
が
ま
さ
し
く
「
打
ち
合
わ
せ

の
な
み
」
で
あ
り
、
北
斎
は
大
名
家
へ
の
出
入
り
も
有
っ
た
と
の
文
献
も
あ

り
、
こ
れ
を
見
る
機
会
が
有
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
打
ち
合
わ
せ
の
な

み
」
と
い
う
題
材
は
、
こ
の
時
代
よ
り
前
か
ら
、
夫
婦
波
、
向
か
い
波
と
も
云

い
め
で
た
さ
の
兆
し
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
「
浪
図
屏
風
」
は
生
命
の
甦
り
、
瑞

祥
へ
の
願
望
を
現
す
も
の
と
し
て
よ
く
描
か
れ
、
用
い
ら
れ
た
物
と
い
う
。

　
　
尚
、
前
出
の
堤
等
琳
は
雪
州
十
三
世
の
裔
と
い
い
、
禅
画
の
系
統
で
あ
り

琳
派
と
の
関
係
は
薄
い
と
思
わ
れ
る
。
　

　
北
斎
と
い
う
人
は
、
十
四
才
の
頃
木
版
彫
り
の
職
人
と
し
て
修
業
を
初
め
て

以
来
、
浮
世
絵
を
は
じ
め
大
和
絵
、
漢
画
、
蘭
画
に
ま
で
学
び
、
技
法
的
に
も

浮
絵
（
眼
鏡
絵
）
の
遠
近
法
か
ら
規
矩
方
円
説
と
い
っ
た
幾
何
学
的
手
法
、
泥

絵
、
銅
版
画
に
至
る
迄
数
々
の
技
法
の
長
所
を
貪
欲
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
絵

師
で
あ
っ
た
。
表
現
の
媒
体
も
版
画
、
読
本
・
狂
歌
本
の
挿
絵
肉
筆
画
、
北
斎

漫
画
の
よ
う
な
絵
手
本
、
等
々
多
彩
を
極
め
た
。

　
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
そ
の
後
の
波
　

　
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
北
斎
七
十
二

才
の
時
の
作
品
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
は
、

彼
の
長
い
歳
月
を
懸
け
て
の
画
法
の
研
賛

研
究
、
熟
成
と
、
実
際
の
波
に
対
し
て
の

観
察
、
洞
察
を
経
て
結
実
に
至
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
期
他
の
作
品
群
に

も
波
を
表
現
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ

る
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
の
錦
絵

「
千
絵
の
海
」
に
は
『
総
州
銚
子
』
、
絵

手
本
「
富
嶽
百
景
」
（
天
保
五
年
（
一
八

三
四
）
に
は
『
海
上
の
不
二
』
（
写
真
）

等
。
更
に
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に

は
、
絵
手
本
「
諸
式
絵
本
新
鄙
形
」
の
中

に
『
う
ち
上
が
る
波
、
う
ち
下
ろ
す
波
』

と
い
う
作
品
も
あ
る
。



　
北
斎
に
よ
る
波
の
画
は
晩
年
に
も
見
ら
れ
る
。

信
州
は
小
布
施
の
町
に
今
も
残
る
傑
作
が
あ
る
。

上
町
屋
台
天
井
絵
『
波
涛
図
』
で
あ
る
。
北
斎
八

十
才
の
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
か
ら
三
年
に
か

け
小
布
施
に
滞
在
し
た
時
に
制
作
し
た
も
の
だ
。

デ
ザ
イ
ン
性
が
や
や
強
す
ぎ
る
キ
ラ
イ
は
あ
る
が

今
に
も
襲
い
か
か
り
、
掴
み
掛
か
ら
ん
と
す
る
ば

か
り
の
迫
力
に
は
圧
倒
さ
れ
る
。
自
然
の
本
質
動

態
に
迫
り
、
そ
れ
を
あ
ら
ゆ
る
技
法
で
表
現
せ
ん

と
し
た
北
斎
の
気
魂
は
晩
年
を
迎
え
て
も
衰
え
て
は
い
な
い
。
天
保
五
年
七
十

四
才
の
時
、
「
富
嶽
百
景
」
の
自
序
の
な
か
で
も
、
制
作
へ
の
抱
負
を
次
の
よ

う
に
述
べ
た
北
斎
で
は
あ
っ
た
。

〈
己
六
歳
よ
り
物
の
形
状
を
写
す
の
癖
あ
り
て
半
百
の
比
よ
り
数
々
画
図
を
顕

す
と
い
へ
ど
も
七
十
年
前
画
く
所
は
実
に
取
に
足
る
も
の
な
し
七
十
三
歳
に
し

て
稍
禽
獣
虫
魚
の
骨
格
草
木
の
出
生
を
悟
し
得
た
り
故
に
八
十
歳
に
し
て
ハ

益
々
進
み
九
十
歳
に
し
て
猶
そ
の
奥
意
を
極
め
一
百
歳
に
し
て
正
に
神
妙
な
ら

ん
歟
百
有
十
歳
に
し
て
ハ
一
点
一
格
に
し
て
生
け
る
が
ご
と
く
な
ら
ん
願
わ
く

ハ
長
寿
の
君
子
予
が
言
の
妄
な
ら
ざ
る
を
見
た
ま
ふ
べ
し
　
画
狂
人
卍
述
〉

　
北
斎
は
、
止
む
事
の
無
い
自
己
拡
張
の
意
欲
の
持
ち
主
で
あ
り
、
九
十
才
過

ぎ
の
晩
年
ま
で
、
一
つ
と
こ
ろ
に
安
住
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
常
に
現
状
か
ら
の

脱
皮
、
飛
躍
、
前
進
、
成
長
を
志
し
た
美
の
天
才
で
あ
り
、
希
有
な
感
性
の
持

ち
主
と
い
え
た
。

　
　
　
北
斎
隠
密
説
　

　　
北
斎
は
何
故
、
海
辺
で
の
波
の
飽
く
な
き
観
察
、
描
画
に
執
着
し
た
の
か
？

に
つ
い
て
、
数
々
の
彼
の
謎
と
共
に
そ
の
背
景
動
機
を
解
き
明
か
そ
う
と
し
た

説
が
あ
る
。
先
に
少
し
触
れ
た
「
北
斎
隠
密
説
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
大
変
に
興

味
深
い
も
の
な
の
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
小
説
家
・
高
橋
克
彦
氏
が
「
北
斎

殺
人
事
件
」
（
一
九
九
〇
年
刊
）
の
中
で
展
開
さ
れ
た
骨
子
は
以
下
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。



〈
そ
も
そ
も
北
斎
は
、
川
村
清
七
を
父
と
し
て
本
所
割
下
水
に
生
ま
れ
た
の

だ
が
、
川
村
氏
は
代
々
幕
府
の
御
庭
番
を
勤
め
た
家
柄
で
あ
っ
た
。
北
斎
の

次
男
「
崎
十
郎
」
も
御
家
人
加
瀬
氏
の
養
子
と
な
り
御
徒
目
付
（
御
庭
番
）

と
な
っ
て
い
る
。
北
斎
も
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
父
親
（
仏
師
で
通
称
仏

清
）
の
死
後
、
四
十
二
才
か
ら
裏
稼
業
と
し
て
そ
の
役
目
を
継
い
だ
と
思
わ

れ
る
。

　
寛
政
末
年
か
ら
享
和
年
間
に
か
け
て
は
、
後
の
黒
船
騒
ぎ
に
先
駆
け
て
、

ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
船
が
列
島
沿
岸
に
姿
を
見
せ
始
め

た
時
で
あ
り
、
幕
府
に
お
い
て
も
海
防
問
題
が
よ
う
や
く
重
視
さ
れ
始
め
、

北
斎
も
そ
の
絵
師
と
し
て
の
技
術
に
目
を
付
け
ら
れ
、
父
親
の
後
継
者
と
し

て
裏
稼
業
に
つ
い
た
。

　
北
斎
は
し
き
り
に
旅
行
を
し
た
人
で
あ
る
が
、
す
べ
て
文
化
元
年
（
一
八

〇
四
）
四
十
五
才
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
行
先
は
房
総
・
山
梨
・
名
古
屋
・

伊
勢
・
大
坂
・
和
歌
山
・
京
都
・
信
州
等
で
あ
り
房
総
・
関
西
・
信
州
方
面

は
先
述
の
通
り
二
度
訪
れ
て
い
る
。
旅
の
目
的
は
単
な
る
画
業
の
為
の
取
材

と
は
考
え
ら
れ
ず
、
現
に
旅
先
の
風
景
を
直
接
題
材
と
し
た
絵
は
少
な
い
よ

う
だ
。
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
目
的
は
、
ズ
バ
リ
海
防
関
係
の
探
索
方
。
浦
賀

は
安
房
の
州
崎
、
勝
浦
と
共
に
船
番
所
が
あ
り
、
銚
子
も
海
運
の
拠
点
で
あ

り
船
番
所
も
設
け
ら
れ
た
。
砲
台
設
置
の
候
補
地
調
査
に
水
野
忠
邦
・
鳥
居

耀
蔵
の
配
下
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
絵
師
の
技
を
生
か
し
、
現
地
を
観
察
・

ス
ケ
ッ
チ
し
て
歩
き
海
防
上
の
情
報
を
上
に
挙
げ
た
の
か
。

　
「
北
斎
故
有
り
江
戸
を
去
っ
て
、
相
州
浦
賀
に
潜
居
し
姓
名
を
変
じ
て
三

浦
八
右
衛
門
と
い
ふ
。
何
の
故
に
潜
居
せ
し
か
詳
ら
か
な
ら
ず
。
」
（
葛
飾

北
斎
伝
）
と
も
あ
る
。
天
保
五
~
六
年
（
一
八
三
四
か
ら
三
五
）
の
頃
と
い

う
浦
賀
潜
居
も
又
海
防
関
係
の
情
報
収
集
の
た
め
〉
で
あ
っ
た
。

　
目
的
と
し
て
も
う
一
つ
の
視
点
は
、
幕
府
か
ら
み
た
要
注
意
人
物
の
監
視

と
情
報
収
集
に
あ
っ
た
。
信
州
小
布
施
で
の
滞
在
は
、
親
交
の
あ
っ
た
当
地

の
豪
商
高
井
鴻
山
に
招
か
れ
て
の
も
の
だ
が
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
と

翌
二
年
の
二
回
に
渡
っ
た
。
鴻
山
は
宮
中
御
用
達
の
豪
商
に
し
て
尊
王
攘
夷

論
者
で
あ
り,

当
時
反
幕
府
的
な
危
険
人
物
で
あ
る
梁
川
星
巌
・
高
野
長
英
ら

と
の
親
交
も
あ
つ
た
　

　
北
斎
は
要
注
意
人
物
の
身
辺
監
視
・
情
報
収
集
を
し
て
い
た
〉
　
　
　
　



　
西
洋
が
見
た
北
斎
の
画

　
行
元
寺
の
ご
住
職
は
〈
北
斎
の
『
神
奈
川
沖
浪
裏
』
が
ゴ
ッ
ホ
、
ピ
カ
ソ

ク
ー
ル
ベ
の
画
、
果
て
は
ド
ビ
ュ
シ
ー
の
音
楽
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
〉
と
さ

れ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？

　
ゴ
ッ
ホ
は
パ
リ
時
代
に
浮
世
絵
か
ら
啓
示
を
受
け
、
自
ら
の
作
品
の
な
か
に

浮
世
絵
を
書
き
込
ん
で
も
い
た
。
広
重
、
国
貞
、
国
芳
等
約
四
百
枚
も
所
有
し

て
い
た
と
も
。
北
斎
の
『
神
奈
川
沖
浪
裏
』
も
そ
の
中
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
、
ゴ
ッ
ホ
が
彼
の
弟
テ
オ
と
の
手
紙
の
や
り
と
り
の
中
（
一
八
八
六
）
で

“
こ
の
波
は
鷹
の
爪
だ
”
と
記
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
で
も
わ
か
る
。
更

に
ゴ
ッ
ホ
は
、
何
故
か
日
本
に
見
立
て
た
南
仏
ア
ル
ル
の
時
代
、
点
描
法
で
描

い
た
作
品
が
多
い
が
、
こ
れ
も
北
斎
の
版
画
の
影
響
が
あ
っ
た
の
か
も
。
北
斎

の
点
描
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
『
北
斎
画
譜
』
等
に
朝
陽
を
描
き
、
そ
の
光
線

を
点
描
で
描
い
た
作
品
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ご
住
職
は
『
神
奈
川
沖
浪
裏
』
の

“
波
し
ぶ
き
”
は
点
描
法
で
あ
り
、
堤
等
琳
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
し

て
ゴ
ッ
ホ
に
影
響
し
た
、
と
説
い
て
お
ら
れ
る
が
、
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
？
ゴ
ッ
ホ
の
点
描
と
“
波
し
ぶ
き
”
は
別
物
と
考
え
た
い
。
　

ピ
カ
ソ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
北
斎
の
規
矩
方
円
説
が
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
の
原

点
に
な
っ
た
、
と
お
っ
し
ゃ
り
た
い
よ
う
だ
が
、
規
矩
方
円
説
は
む
し
ろ
セ
ザ

ン
ヌ
に
つ
な
が
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
セ
ザ
ン
ヌ
は
ゴ
ッ
ホ
を
余
り
認
め
て

い
な
か
っ
た
と
か
。
ク
ー
ル
ベ
は
確
か
に
波
の
裏
を
描
い
た
シ
リ
ー
ズ
を
残
し

て
い
る
が
、
彼
は
、
写
真
の
影
響
か
ら
一
瞬
の
姿
を
写
実
的
に
捉
え
た
と
こ
ろ

に
特
色
が
あ
り
、
『
神
奈
川
沖
浪
裏
』
か
ら
の
影
響
は
余
り
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
？
。

　
ポ
ス
ト
印
象
派
の
マ
ネ
、
モ
ネ
、
ド
ガ
と
い
っ
た
画
家
達
は
浮
世
絵
か
ら
色

彩
感
覚
・
大
胆
な
構
図
等
か
ら
大
い
に
啓
発
さ
れ
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の

影
響
が
見
ら
れ
る
。

又
、
北
斎
は
雅
号
を
し
き
り
に
変
え
た
り
、
住
ま
い
を
頻
繁
に
変
え
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
、
こ
れ
も
謎
の
一
つ
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
氏
の
説
に
よ
れ
ば
隠
密

仕
事
を
隠
す
た
め
の
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。



ド
ビ
ュ
シ
ー
の
「
交
響
詩
・
海
」
の
ス
コ
ア
の
表
紙
（
写
真
）
に
『
神
奈
川

沖
浪
裏
』
が
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
画
か
ら
曲
想
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
曲
を
書

い
た
、
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
、
た
だ
原
画
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
イ
ラ
ス
ト
で
す
が
。
ロ
ダ
ン
の
恋
人
で
あ
っ
た
彫
刻
家
の
カ
ミ
ー
ユ
・

ク
ロ
ー
デ
ル
は
「
波
」
（
写
真
）
と
い
う
作
品
を
制
作
し
た
。
な
ど
、
北
斎

は
西
洋
文
化
に
大
き
な
感
化
・
影
響
を
与
え
た
の
は
疑
い
な
い
こ
と
で
す
が

伊
八
の
波
と
の
直
接
的
は
関
係
が
疑
わ
し
い
の
は
今
ま
で
見
た
通
り
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
何
故
ゴ
ッ
ホ
達
が
、
浮
世
絵
の
中
で
も
特
に
北
斎
の
画
か
ら

感
化
・
影
響
を
受
け
、
高
く
評
価
を
し
た
の
か
？

に
つ
い
て
は
こ
ん
な
言
説
が
あ
っ
た
。
と
て
も
納
得
で
き
る
の
で
紹
介
し
て

お
き
た
い
。

　
「
永
井
荷
風
」
は
「
泰
西
人
の
見
た
る
葛
飾
北
斎
」
（
一
九
一
三
）
と
い

う
評
論
の
中
で
、
〈
北
斎
の
版
画
を
見
て
そ
の
簡
略
・
明
快
な
色
調
と
陽
光

の
点
描
等
が
、
彼
等
が
当
時
研
究
し
つ
つ
あ
っ
た
外
光
主
義
の
理
論
に
近
い

も
の
を
発
見
し
て
驚
き
、
こ
れ
を
評
価
・
推
奨
し
た
。
又
、
北
斎
に
は
西
洋

画
に
対
す
る
の
と
同
じ
様
な
、
確
固
た
る
現
実
の
研
究
よ
り
来
た
る
生
活
の

気
味
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
点
が
何
よ
り
先
に
西
欧
人
に
了
解
さ
れ
た
所
以

で
あ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
彼
等
は
、
北
斎
に
よ
っ
て
初
め
て
最
も
己
に
近
き

日
本
画
を
発
見
し
得
た
、
と
思
っ
た
に
違
い
な
い
〉
と
い
う
主
旨
を
述
べ
て

い
る
。
　
思
え
ば
、
北
斎
は
、
絵
師
と
し
て
の
修
業
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
の
銅

版
画
や
蘭
書
を
見
て
、
西
洋
風
版
画
、
遠
近
法
等
を
学
ん
で
い
た
い
た
ら
し



〈
全
て
の
も
の
は
定
規
一
つ
と
ぶ
ん
ま
わ
し
で
表
現
で
き
る
〉
規
矩
方
円
説

（
文
化
九
年
・
一
八
一
二
の
絵
手
本
略
画
早
指
南
初
編
）
も
オ
ラ
ン
ダ
渡
り

の
蘭
書
か
ら
学
ん
だ
、
と
も
云
い
ま
す
。

遠
近
法
に
し
て
も
浮
絵
・
眼
鏡
絵
の
み
な
ら
ず
我
が
国
で
最
初
に
西
洋
風
銅

版
画
を
成
功
さ
せ
た
「
司
馬
江
漢
」
に
師
事
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

北
斎
は
い
わ
ゆ
る
八
宗
兼
学
の
人
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
画
派
に
出
入
り
し
て
そ

の
長
所
を
む
さ
ぼ
り
と
っ
て
い
き
、
一
切
を
己
の
も
の
と
し
て
い
っ
た
。
成

長
に
成
長
を
重
ね
、
晩
年
で
さ
え
〈
〉
と
志
を
述
べ
前
進
を
忘
れ
な
か
っ
た

　
世
界
か
ら
広
く
絶
え
ず
、
現
状
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
学
び
取
っ
て

い
っ
た
か
ら
こ
そ
、
世
界
に
多
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
、
と

思
え
る
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
的
精
神
を
持
っ
た
本
物
の
人
で
あ
っ
た
。

　
安
房
の
名
工
「
波
の
伊
八
」
は
確
か
に
“
波
を
彫
ら
せ
た
ら
日
本
一
”

だ
っ
た
が
、
彼
の
影
響
は
関
東
各
地
の
寺
社
彫
刻
に
名
を
残
し
た
に
と
ど

ま
っ
た
。
一
方
、
北
斎
は
単
な
る
江
戸
の
浮
世
絵
師
・
画
工
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
時
代
を
超
え
、
空
間
を
超
え
て
名
を
残
し
続
け
て
い
る
。
ご
住
職

は
、
〈
北
斎
は
伊
八
の
作
品
に
学
び
、
そ
の
北
斎
が
世
界
に
影
響
を
与
え
た

の
だ
。
波
の
伊
八
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
ル
ー
ツ
な
の
だ
。
〉
と
、
そ
し
て
波

の
伊
八
の
代
表
作
こ
そ
我
が
寺
に
あ
る
ぞ
。
ご
住
職
は
郷
土
の
博
物
館
長
も

勤
め
ら
れ
た
経
歴
の
持
ち
主
と
か
、
知
ら
れ
ざ
る
郷
土
の
偉
人
を
発
掘
し
、

世
に
知
っ
て
欲
し
い
と
の
思
い
と
、
お
気
持
ち
は
充
分
理
解
で
き
ま
す
が
、

些
か
飛
躍
あ
る
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
北
斎
は
、
幕
末
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
迫
っ
て
来
て
い
た
嘉
永
二
年
（
一
八
四

九
）
四
月
十
九
日
、
浅
草
聖
天
町
遍
照
院
境
内
の
家
宅
に
て
没
し
た
。
残
さ

れ
た
句
は

　
「
悲
と
魂
で
ゆ
く
き
さ
ん
じ
や
夏
の
原
」

　
ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
。
わ
ず
か
四
年
後
の
こ

と
で
あ
っ
た
。



　
元
安
房
博
物
館
長
の
郷
土
と
そ
の
文
化
を
愛
す
る
熱
意
に
導
か
れ
る
よ
う

に
辿
っ
て
き
た
「
北
斎
と
波
の
伊
八
」
に
つ
い
て
の
考
察
・
推
考
だ
っ
た
。

そ
の
お
陰
で
今
ま
で
未
知
の
人
だ
っ
た
名
工
伊
八
も
そ
の
存
在
を
認
識
し
、

あ
ら
た
め
て
謎
の
人
北
斎
を
よ
り
深
く
知
れ
ま
し
た
。
ご
住
職
が
そ
の
契
機

を
与
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　　
だ
が
し
か
し
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
北
斎
と
い
う
人
は
自
ら
画
狂
人
と
名

乗
っ
た
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
も
己
を
貫
く
魂
と
、
狂
え
る
ば
か
り
の
偏
執
の

持
ち
主
で
、
あ
る
意
味
と
て
も
付
き
合
い
づ
ら
い
、
は
た
迷
惑
で
、
人
騒
が

せ
な
天
才
的
な
画
工
で
あ
っ
た
の
だ
。
と
、
思
え
て
き
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
了
〉

　 　
傑
作
『
北
斎
漫
画
』
は
初
編
が
文
化
二
年
（
一
八
一
四
）
が
出
版
さ
れ
て

以
来
判
を
重
ね
、
最
後
の
十
五
編
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
一
年
（
一

八
七
九
）
だ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
、
浮
世
絵
は
芸
術
と
し
て
の
評
価
は
低

く
、
む
し
ろ
海
外
で
の
評
価
が
高
か
っ
た
。
北
斎
の
版
画
や
絵
本
は
幕
末
期

に
来
日
し
た
外
国
人
に
よ
っ
て
持
ち
帰
ら
れ
て
い
た
。
輸
出
品
の
陶
磁
器
の

包
装
紙
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
を
、
一
八
五
六
年
パ
リ
の
美
術
愛
好
家
が

偶
然
目
に
と
め
た
こ
と
か
ら
浮
世
絵
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

印
象
派
の
画
家
達
の
間
で
し
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
六
二
年
の
パ
リ

の
万
国
博
、
一
八
六
七
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
等
で
本
格
的
に
紹
介
さ
れ
て

大
き
な
反
響
と
な
っ
た
。
以
来
北
斎
は
広
重
と
共
に
浮
世
絵
、
日
本
画
の
代

表
的
な
存
在
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
の
は
ご
承
知
の
通
り
で
あ
る

　




